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【関連文書：「練馬区教育要覧」練馬区教育委員会】

（1）学校との連携を推進する

●家庭および地域社会に開かれ、
　信頼される学校づくりを推進するために
　区は、各幼稚園、各小・中学校が取り組む教育活動

を支援するとともに、家庭・地域との連携を推進して

いる。

１　外部人材等の活用
　多様な知識、経験を持つ地域人材や専門家などを、

総合的な学習の時間や部活動等で活用している。

⑴　28年度活用例

　　・外国の文化への理解を深める学習

　　・日本の伝統文化・芸能（落語・相撲・能等）

や昔遊び、もちつきなどの体験学習

　　・学級農園や地域農家の畑で練馬大根作りなど

の農作業体験やたくあん漬け体験など

⑵　28年度　部活動外部指導員活用実績

　　・運動部 147、文化部 82

２　学校評価の推進
　学校評議員や保護者などを委員とする学校関係者評

価委員会を設置し、学校評価の推進に努めている。

●学校評議員制度
　地域や社会に開かれた学校づくり推進のため、12年

度に開始し、現在、全幼稚園 3 園、全小・中学校 99

校で実施している。委員は、教育に関する識見を有す

る方に、教育委員会が委嘱している。

●学校安全安心ボランティア事業
　16年度から、全小学校 65校で活動している。

　児童の安全を高めるため、ボランティア（保護者や

地域住民）による来校者への声かけなどを行っている。

　また、児童とボランティアが一緒に給食を食べる「ふ

れあい給食」などにより、その交流を進めている。

●学校安全対策事業
　27 年 4 月から警察官 OBによる学校防犯指導員を増

員し、防犯施策等に関する助言、指導および支援を充

実している。

　また、学校、地域等が連携して行う通学路における

児童の見守り活動を補完するため、28年度には小学校

の通学路への防犯カメラを 132 台増設し、26 年度から

設置したものと合わせ、全小学校 65 校に計 325 台を

設置した。

●教育委員と児童・生徒、保護者との意見交換会
　教育委員会の仕組みについて理解を深めるととも

に、意見や要望を直接聞き、教育施策に反映させるた

め、13 年度から毎年度開催している。28 年度は、小

学校および中学校あわせて 3校で開催し、通算の開催

校は 62校となった。

●広報活動
　「教育だより」を年 4回発行している。また、区ホー

ムページでも、教育委員会の議事録、学校・幼稚園の

紹介など情報の提供に努めている。

（2）家庭・学校・地域で連携して
青少年の健全育成を推進する

●青少年育成活動方針目標
　練馬区青少年問題協議会・練馬区青少年対策連絡会

で、区の青少年健全育成のための施策および青少年団

体の活動の基本方針を決定している。29年度の方針は

以下のとおりである。

１　心のかよう明るい家庭づくりを進めよう

２　青少年の社会参加の機会を増やそう

３　健全で安全な社会環境づくりを進めよう

４　家庭・学校・地域・関係機関の連携を深めよう

●家庭・地域社会の教育力の向上
　家庭は、青少年が育つ場であり、身近にいる大人の

行動が青少年の人間形成に大きく影響している。家庭

教育の重要性を認識するとともに、地域ぐるみで支え

ていくことが必要である。地域では、家族のつながり

を深めるきっかけになるよう、親子等で参加ができる

行事を行っている。

●練馬区青少年問題協議会
　区長の附属機関として、区の青少年施策の基本的な

方針や問題について審議し、その結果を区に具申して

いる。

15  家庭や地域と連携した教育の推進
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●練馬区青少年対策連絡会
　練馬区青少年問題協議会の下部組織として、諮問を

受け、青少年育成活動方針（案）等の検討を行っている。

●練馬区青少年育成地区委員会
　地域住民のボランティア組織で、17 地区に設置し、

約 2,200 人の委員が活動している。

　主な活動は、スポーツ、レクリエーション、文化活

動などを通じた青少年の育成である。また、青少年の

自主性と社会性を育むことを目的に、企画から当日の

運営までを青少年が行う事業（高齢者との交流会、地

域の子ども向け事業）を実施している。このほか、青

少年の意見を地域の大人に聞いてもらう機会として、

中学生の意見発表会などの事業も行い、青少年が自ら

を表現する場を提供している。

　また、区では、家庭や地域の教育力の向上を図るた

め、青少年育成地区委員会を対象に研修会を開催して

いる。

①　「子ども・若者に必要な居場所とは何か？」

　・実施日　28年 11月 1日

　・講師　NPO 法人 文化学習協同ネットワーク代表

理事　佐藤　洋作氏

　・会場　生涯学習センター

　・参加者　189 人

②　「番組制作を通して身につける考える力と協調

性」～中学生のための情報番組制作ワークショッ

プを例に～

　・実施日　29年 2月 15日

　・講師　日本大学藝術学部放送学科主任教授

鈴木　康弘氏

　・会場　生涯学習センター

　・参加者　157 人

●練馬区青少年委員会
　各小学校の通学区域から1人ずつ、小・中学校校長

会から代表各 1人の計 67人を委嘱している。

　ジュニアリーダーの養成、地域の子ども会事業や、

地域懇談会を開催するなど、地域・学校・区をはじめ、

委員相互の連携を図っている。

●健全で安全な社会環境づくりと非行防止の推進
　青少年をとりまく社会環境の変化に対応するため、

青少年団体などと協力し取り組んでいる。

１　「練馬区子どもたちを健やかに育てる運動」
　　（「健やか運動」）
　青少年の非行防止と健全育成をすべての区民に認識

してもらい、区民全体の運動として推進しようという

もので、主につぎのような活動を行っている。

⑴　「健やか運動」協力店

　　コンビニエンスストアや飲食店など、青少年の

出入りの多い店に対し、「健やか運動」協力店の

ステッカーを掲示し、子どもたちへの呼びかけ等

の協力を依頼している。29年 4月 1日現在、1,594

店が協力店として活動している。

⑵　「夕べの音楽」の放送

　　子どもたちに帰宅を促すことを目的に、ナレー

ションに合わせて「夕やけ小やけ」の音楽を毎夕、

区防災無線設備を利用して放送をしている。

⑶　「健やか運動」の PR

　　毎年、子どもたちから募集した原画を使ったカ

レンダーを作成し、健全育成推進事業で活用をし

ている。

⑷　成人向け雑誌自動販売機等実態調査

　　青少年育成地区委員会に委託し、毎年、コンビ

ニエンスストアやレンタルビデオ店での自主規制

の状況や雑誌自動販売機等実態調査を行い、現状

の把握と改善を行っている。

〔成人向け雑誌自動販売機などの調査結果〕

項　目 27年 28年
自動販売機 6台 6台
レンタルビデオ店 13店 12店
　　成人向け取扱いあり 13店 12店
コンビニエンスストア 235店 236店
　　24時間営業 225店 224店
　　成人向け取扱いあり 191店 182店

２　「社会を明るくする運動」の推進
　法務省が実質的な統括主催の運動である。区では、

青少年関係団体・機関による「練馬区推進委員会」を

設置し、毎年 7月に「フェスティバル」、「社会を明る

くする運動のつどい」を行っている。

３　地域における子どもたちの安全のために
　「子ども防犯ハンドブック」の配布（小学校対象）、

子どもたちの緊急避難所事業を実施している PTA 等地

域団体への「ひまわり 110 番」標示板等の提供、緊急

避難所見舞金支給制度を実施している。

●学習の機会の充実
　様々な講座の企画運営を、PTA・生涯学習団体・NPO

等に委託している。区民参加と地域の教育力向上を図

るとともに、各講座は、地域における子どもたちの居

場所の一つとなっている。

１　子育て学習講座
　子育てや子どもの教育に関する様々な課題等を学習

する場として実施している。28年度は、31講座実施し、
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延べ 896 人が参加した。

２　父親育ち講座（ねりまイクメン講座）
　父親が育児や家事について学ぶ機会を提供するとと

もに、子どもと父親・父親同士の交流を図る場として

実施している。28 年度は、10 講座実施し、延べ 205

人が参加した。

３　ねりま遊遊スクール（子どもの居場所づくり）
　放課後や休日などに、公共施設等を会場に、子ども

たちが遊びや体験活動・学習の機会を得るための場と

して実施している。28 年度は、421 講座実施し、延べ

13,597 人が参加した。

４　ねりま遊遊スクール（子どもによる講座づくり）
　中学生が、自ら講座の企画運営に関わることで、そ

の自主性を育むとともに、地域における小学生と中学

生の交流を図る場として、14 年度から中学校の部活動

等の団体に委託し、実施している。28 年度は、17 講

座実施し、延べ 479 人が参加した。

５　すまいるねりま遊遊スクール
　主に知的障害のある子どもを対象に、居場所づくり

および精神面での成長・発達を促す場として実施して

いる。28年度は、16講座実施し、延べ215人が参加した。

６　子供安全学習講座
　子ども自身が犯罪や災害などの危険から身を守る方

法を学んだり、大人が子どもの安全に関する知識を習

得する場として実施している。28年度は、5講座実施し、

延べ 92人が参加した。

（3）青少年の自主的な活動を支援する

●社会参加の促進
　青少年が、単に行事に参加するだけではなく、その

行事の企画段階から積極的に関わりをもち、意見を述

べる機会を増やすことで、青少年自身の主体性と社会

の一員としての役割意識をはぐくんでいる。

１　青少年リーダーの養成
　小学 5～ 6年生、中学生を対象に、グループ活動の

楽しさやルール、レクリエーション活動の技術や知識

などを体験しながら学ぶジュニアリーダー養成講習会

を行っている。

　また、講習会を修了した高校生以上の青少年を対象

に、青年リーダーを養成している。青年リーダーは、

子どもたちの指導、育成に当たっているほか、小学校

を中心に行われる子ども会事業など、地域の活動に参

加、協力をしている。

２　成人の日のつどい
　新成人の新たな門出を祝い、毎年 1月の第 2月曜日

に区内在住の新成人を対象として「成人の日のつどい」

を開催している。28 年度は、1月 9日に「としまえん

特設会場」で行われ、対象者 7,051 人の 63.6％に当た

る 4,482 人の参加があった。

３　練馬子ども議会
　未来を担う子どもたちが、練馬区について区長や区

職員と意見交換を行うことを通して、区政や区議会に

ついて理解を深め、区政

への参加を促すことを目

的に開催している。

　28 年度は、中学生 40

人が「子ども議員」とし

て参加した。

　8 月 1日に議場で、グ

ループごとに、「若者の

選挙への意識を高めるた

めの取組について」など

のテーマに基づき政策提

言発表を行った。

４　人権学習
　現代社会の様々な人権問題に関する学習を、生涯各

期にわたり推進するため開催している。

⑴　子供のための人権人形劇（2回実施、延べ 152

人参加）

⑵　青少年のための人権学習講演と映画のつどい

（356 人参加）

５　情報教育推進事業
　情報を正しく判断する能力（情報リテラシー）を育

成するため実施している。

⑴　中学生のための情報番組制作講座

　　日本大学芸術学部に運営を委託し、地域への取

材、スタジオ収録など、実際に番組を制作してい

る。28年度は、18人が参加した。

⑵　親子 NIE 講座

　　小学生親子を対象に、新聞に親しみ読む習慣を

身につけるために、新聞スクラップなどの新聞活

用学習（Newspaper in Education）を実施している。

28年度は、延べ 75人が参加した。

６　珠算コンクール
　珠算の技術向上と発展を図るため、小・中学生を対

象に、練馬区珠算教育連盟との共催で開催している。

28年度は 174 人が参加した。

７　若者自立支援事業
　就労が困難な若者（15 ～ 39 歳）とその家族等に対

する相談・支援等の自立支援事業を、文化学習協同ネッ

トワーク（※）に委託し実施している。28年度は、延

べ 4,701 人が利用した。

※文化学習協同ネットワーク：

　ねりま若者サポートステーション（厚生労働省事業）を運

営する NPO 法人

〔28年 12月発行の
練馬子ども議会報告書〕
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●青少年の活動の場
１　区立秩父青少年キャンプ場
　青少年が自然に親しみながら共同生活の体験を積む

ことができるよう、秩父市（埼玉県）の秩父さくら湖

を望む山腹に開設している。

　バンガロー 4棟、炊事場 2棟、集会所 1棟を備えて

おり、110 人の宿泊（テントを含む。）ができる（夏休

み期間は常設テント 15張を開設）。

　利用期間は毎年 5月 1日～ 10 月 31日で、28 年度は

延べ 1,827 人の宿泊があった。

２　民間遊び場
　子どもたちが身近なところで気軽に遊べるよう民間

の空き地を遊び場としたものである。管理と運営は、

地域住民の自主的団体である管理委員会が行ってい

る。29 年 4 月 1日現在 23 か所、延べ面積 20,579.54

㎡となっている。

３　公有地一時開放遊び場
　公有地が本来の目的（公園・道路等）に使用される

まで、子どもの遊び場として一時的に開放している。

運営は、地域住民の自主的団体である運営委員会が

行っている。29年4月1日現在、7か所を開放している。

４　民有地一時開放遊び場
　民間の空き地を区が直接土地所有者から借りて、子

どもの遊び場として一時的に開放している。運営は、

地域住民の自主的団体である運営委員会が行ってい

る。29年 4月 1日現在、5か所を開放している。

●少年自然の家
　少年自然の家は、恵まれた自然環境の中での集団宿

泊生活を通じ、少年たちの創意と活力あふれる人間形

成を図るとともに、区民の健全な余暇活動に役立てる

ため設置されている。

　少年自然の家にはベルデ（スペイン語で「緑」とい

う意味）という呼称が付いており、長野県にはベルデ

軽井沢、ベルデ武石、静岡県にはベルデ下田、千葉県

にはベルデ岩井がある。

　小・中学校の移動教室等の校外学習に利用されてい

るほか、夏・冬休みを中心に少年団体や区民にも広く

利用されている。

〔少年自然の家の利用状況〕	 （単位：人）　28年度

施設名 利用者数（延べ）(※ )
軽井沢少年自然の家 33,000
下田少年自然の家 13,985
武石少年自然の家 22,864
岩井少年自然の家 16,991

計 86,840
※：小中学校の校外学習、少年団体や区民の総利用者数

●青少年館
　講座、教室などの事業を通して青少年の豊かな発達

を援助している。また、生涯学習団体を中心とした地

域の団体の学習、趣味、スポーツなどの活動の場とし

ても利用されている。個人でも気軽に利用できるよう

学習室、談話室、レクホールなどの開放を行っている。

　28 年度は、主催事業、団体利用を合わせ、延べ

101,251 人（単位時間ごとの利用者数）の利用があった。

　あわせて、知的障害・肢体障害を持つ青年たちの様々

な生活課題や学習要求に応じられるよう、4つの心身

障害者青年学級を運営している。28年度は、延べ1,536

人が出席した。

　春日町青少年館と南大泉青少年館（南大泉図書館と

の併設施設）がある。

〔青少年館の内容別利用状況〕	 28年度

区　分 春日町青少年館 南大泉青少年館
件 人 件 人

一般団体 429 3,810 1,141 2,163
館主催事業 3,160 24,966 ９37 9,602
生涯学習団体 1,676 21,403 ４06 4,049
青少年団体 1,973 23,529 ４15 4,962
官公署 251 4,175 84 1,818
その他 32 210 499 564

計 7,521 78,093 3,482 23,158

〔青少年館の事業実施状況〕	 28年度

事業名 実施状況
［春日町青少年館］
文化祭 3回　　延べ1,393 人参加
文化教養講座 4講座　延べ 451人受講
演劇活動 2講座・発表会　延べ 2,819 人参加
野外講座 1講座　延べ117人受講
スポーツ講座 2講座　延べ 2,793 人受講
心身障害者青年学級 4学級・学級活動　延べ1,536 人参加

　　　・作品展　来場者数　延べ 236人
ウインド
アンサンブル

高校の吹奏楽部をはじめOB、OGのバ
ンドの演奏を楽しむ場を作る。
6月 4日実施　106人参加

学習室開放 常設学習室　
　利用者数　延べ 4,499 人
臨時学習室
　利用者数　延べ 2,549 人

談話室開放 利用者数　延べ 2,409 人
和室開放 青少年将棋コーナー

　利用者数　延べ 220人
レクホール開放 青年スポーツ（バレーボール）

　利用者数　延べ 80人
［南大泉青少年館］
文化教養講座 2講座　延べ 27人受講
スポーツ講座 4講座　延べ1,284 人受講
学習室開放 教室の利用がない時に学習室として開放

　利用者数　延べ 8,425 人
音楽練習室 利用講習会12回実施　延べ 45人受講


